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新しい文化政策プロジェクト 2025 年勉強会シリーズ  

第２回 ひとりひとりが分母になる――生活介護の現場から  

 

⽇時 6⽉28⽇（土）14：00～16：30 

会場 すごすセンター  

発話 タカハシ 'タカカーン' セイジ氏（一般社団法人一人一人社代表理事、アーティスト、社会

福祉士、介護福祉士） 

山口純氏（一般社団法人一人一人社代表理事、研究者[デザイン・建築]） 

司会 山本麻友美（当プロジェクトメンバー／京都芸術センター 副館長）  

参加者 朝倉由希、蔭山陽太、佐野真由⼦、山田奨治（以上プロ ジェクトメンバー）他、15 名 

 

 

 「すごすセンター」は、3 ヵ⽉前、京都市上京区の堀川商店街のなかに開設されたばかりの生

活介護事業所である。今回は、プロジェクトメンバーの一人、山本麻友美さんを通じたご縁で、

現地にお邪魔しての勉強会が実現した。皆で囲ませていただいたのは、タカハシ 'タカカーン' 

セイジさんと山口純さん。お二人は、すごすセンター、ひいてはその運営母体である一般社団法

人一人一人（めいめい）社を立ち上げた中心人物である。 

  

タカハシさんはかつて、「アーティスト」でありながら、新しい作品をつくって発表するとい

う「アート活動」の形から外れていく自分に戸惑っていた。そんなとき、大阪のとあるオルタナ

ティブ・スペースと出会い、「場をつくる」ことと「音楽する」ことは同じだと気づかされた。

その後、知的障害者の支援活動に携わる機会があり、「それぞれがやりたいようにやれる（≒ハ

ラスメントが起きない）場をつくる」ことに、アーティストとしてのシンパシーを感じるように

なったという。 

山口さんは、ヒエラルキーの激しい建築の世界にいて、ヒエラルキーのない環境をつくること

に関心を向けるようになった。アナキズムへの志向であるとご自身で説明される。この二人が出

会い、「ヒエラルキーなき協働」を試みることにしたのが、すごすセンターの発端である。 

その発想を、堀川商店街（堀川団地）の一区画を使用しているセンターの改装にも、具体的に

落とし込もうとしている。利用者を自分たちスタッフとともに場をつくる人と位置づけ、現状は

あくまで「過程」。勉強会当⽇、私たちがぎゅうぎゅう詰めで腰掛けさせていただいた奥の会議

室（？）の壁には、試行錯誤中のさまざまな図面が貼られていた。堀川通に面したおもてのスペ

ース（山口さんが自分で打ち付けた木枠の二重窓が素敵だ）も、受付デスクがわりの古い足踏み

ミシンが中心に鎮座しているほかは雑然として、いかにも「過程」という姿。これからどのよう

に変化していくのだろう。 

 この物件は、生活介護事業所をまちなかに開きたいという思いと、京都市から「生活介護」の

枠で認定されるための諸条件（建物の強度その他――まちなかに多いいわゆる町家では、求めら

れる強度に足りないそうだ）を両立してくれたもので、探すのに１年ほどかかったという。（ 「生

活介護」は、行政上、「障害福祉サービス」のなかの「⽇中支援」というカテゴリーのなかにあ

り、同じく「⽇中支援」のなかには、支援の目的がよりはっきりした「就労支援（B）」が含ま

れる。） 
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そうした開所までのプロセスを、タカハシさんはこうまとめられた。――自分としては、「ア

ート」のアトリエがだんだん「福祉」になっていくことを想定していたが、まずは「福祉」にな

らないと制度的に歩みを始められなかった。 

 

 すごすセンターが、「アート」と「福祉」というカテゴリーの接点にあることは、ひとまず明

らかである。しかし、行政を相手にしながらそうした「兼ねる」立ち位置を実現することはたや

すくない。また実際問題として、障害のある人と「すごす」ことはボランティアではできない。

「福祉」の制度に沿うことで、それに時間を使うことが可能になったのだという。その際、タカ

ハシさんが取得していた社会福祉士などの資格ももちろん役立った。 

とはいえ、そもそもすごすセンターはどこをめざしているのか。 

 すごすセンター（タカハシさんたち）は、自分たちを「アート活動をしている生活介護事業所

です」とチラシなどで紹介している。これははたして最適の表現なのか？ 「アート活動をして

いる」という形容は何を意味しているのか？ 必要なのか？ この点について、プロジェクトメン

バーの朝倉由希さんが早々に質問を発した。その後、話題はさまざまに移ったが、このことが最

後まで議論の（建設的な）「引っかかり」となり、陰に陽にこれをめぐって推移していったよう

に思う。 

その推移を通して興味深かったのは、おそらく参加者個々のもともとの関心の在り処が、すご

すセンターへの理解（実際の理解というより、どのように理解したいか）に影響し、それによっ

て質問の飛び出し方がいろいろなものになったと思われることだ。たとえば、「アート活動」と

いう以上、これはやはり、障害者の作品創造を支援するものなのであろうという前提で、いわゆ

る「障害者アート」に関する考え方を追求するケース。障害者を具体的にサポートするという本

来の（？）「福祉」を重視し、そのニーズに応えられるかどうかを問うケース。逆に「アート」

の場であるならば、なぜ活動の対象が「障害者」でなければならなかったのか、問題を提起する

ケース。…… 

このような展開自体が、すごすセンターの「全面」性とでも言うべきものを表していたように

思われる。同時に、当のタカハシさんと山口さんが、どの角度から投げられる質問にも得心して

いないように見えたことが、非常に印象的であった。実際彼らは、個々の質問が持っていこうと

する方向にいちいち丁寧に反駁していた（と私は思う）が、議論の場には、彼らがめざしている

ものがわかるようでわからないという空気も漂った。 

それから約 2 週間がたち、ぐるぐると考え続けて、あ、と腑に落ちたのは、やはりすごすセン

ターは「アート活動をしている生活介護事業所」なのだな、ということである。生活介護とアー

トがどう関係するかではなく、生活介護事業所の運営それ自体が「アート活動をしている」とい

うことなのだと。まわりはその含意を勝手にいろいろな角度から解釈し、もっとわかりやすい表

現はないか、などとおせっかいな議論を繰り広げたけれども、ご本人たちにとってはきっとこれ

しかないのだと思う。 

 

ここで重要なのは、「アート」自体が、本来の越境性に満ちた性質を維持しているという前提

であろう。その場でプロジェクトメンバーの蔭山陽太さんが発言したように、昨今、政府や自治

体などが「善い施策」の旗印として「アート」を使うようになり、この語がすっかり矮小化され
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て氾濫しつつある。であれば、アートに本当にかかわる者はかえって「アート」の語を用いるこ

とに慎重になり、これを「公共性」という概念（役所が率いる「おおやけの」という意味ではな

く、あらゆるアクターが「みんなで」支えるという意味での）で代えていくのがよいというの

は、蔭山さんの以前からの持論でもある。私が理解する限り、ここにはすごすセンターの考え方

と深く共鳴するものがあると思う。 

一方、最後にタカハシさんは、自分がやっていることは「やはりアートプロジェクトではある

んです」と静かに言明されていた。それはもちろん、矮小化された「アート」などではなく、ル

ールを決めない生き方、過ごし方の実践そのものということだろう。これは、小さな地道な事業

に見えて、実に壮大な実験である。 

当プロジェクトの提言「社会の分⼦ではなく、分母としての文化政策」は、社会を固定してし

まう「分野」「カテゴリー」の存在、とりわけその細分化傾向に疑問を呈し、既存の制度を揺さ

ぶって、つねに超えていこうとする方向性を根幹に据えている。その点においてすごすセンター

は、「提言」を体現するような存在であり、今後ともその展開を学ばせていただきたい。参加者

のお一人は、この「場」も、「提言」も、人が本来持っているものを取り戻すことが目的である

点で共通している、との解釈を示してくださった。 

ところで、現時点までにすごすセンターと利用契約をした方は二人で、生活介護事業所を経営

的に成り立たせていくためには少なくともあと数人が、正規の利用者としてすごすセンターで

「すごす」ことを選んでくれる必要があるという。勉強会の参加者からは、ぜひがんばっていっ

てほしいが、はたしてセンターの情報が関心のある潜在的利用者に届いているかどうか……と心

配する声も上がっていた。 

二人の利用者のうちお一人は、今回の勉強会に参加してくださった。たまたま通りがかってチ

ラシを受け取った、という出会いだったそうだが、もともと利用していた自立生活センターは、

人権侵害に対抗する観点から支援が闘争的になる傾向が強く、それよりも「対話」を求めていた

自分にこのセンターは合っていると感じておられるとのこと。 

すごすセンターでは、スタッフさんたち、利用者さんたちが文字どおり一緒になって、この秋

から本格的にカフェを始動するという。楽しみだ！          （文責：佐野真由⼦） 

 

 

 


